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2) 民衆的 農村的思想家としての高田はあまり論じられないが，検討きれてよいテー マであろう.
x. y. z (新聞正道) i高田保馬 小泉信三論JW経首位来』昭和9年10月号，は注目すべき
d論である。拙稿「高田保馬の人口理論と社会学JW経済論叢11987年1l・ 12月号でも若干論じ
ておいた。

























7) 経済革新譜jN.序。 r勢力な〈して利子なしと云ふ理論J'J、序j 九州帝大『経済司学研究』





9) 高田「生産係数についてJ r経済砕先Jl5-2，昭和3年j 同『価格と独占』昭和4年p 所収。





















『経済学新講~ I (昭和5年6月〕の自序において，高田は「 般均衡の立
場に立つ」と立言した。 w経済学新講」全5巻は一般均衡理論の立場に立つ我
が国最初の経済学の体系的著書であり，中山伊知郎『純粋経済学~ (昭和8年
10) rすくなくとも静態においては」と英訳では限定されている。 Takata.On the Coe日Clents
of Production， Kyo/l.to University Economic Review， IV-l，192沼 p.48高田の勤学は『景気
変草論』昭和3年I を経て， r経済学新講1Vで展開されている。















































































































21) 木村健康「労銀に於ける社会的なるものJ~経済学論集~ 4-1，昭和9年.， 144頁。高田は，価
格を社会関係・勢力関係であわ，対人関係の財への反映である 2てする。~辞揖学JI 21-2， 185-6， 




24) 高田「効用経済と勢力経済J ~経済論叢~ 33-1，昭和6年， 14-9"" ~経済学新講~ vに吸札
84-7頁。
25) 同上。

























27) 高田「私。追憶東京から九州へ〈四)J Wエコノミスト~ 36-6，昭和田年， 57頁。
28) 富田『ケインズ論難Jl32頁。同『学問遍路J126宜。
























30) The Collected Wri&ings 01 John Maynard Keynes， vol. 7， 1971. pp. 7-8塩野在祐一訳 rヶ
インズ全穿』第7巻， 1983年， 8買。
31) 高田「労担の理論〈ニ.)J W居時論叢J29-1，昭和4年， 21頁。 W経済学新講~ N，節2章に吸
収。 Takata.A Power Theory of Wages. Kyouto University Economic Review， IV-2， 1929. 
(p. 30.)の部分訳。
32) Keynes， Ibid.. pp. 15. 26.邦訳16，27頁。
















































































、シズ論難~ 62買。同「勢主説の構造」大限府立犬学『経済研究~ 6，昭和田年， 16頁。 Takata，A 
Third Theory of Wages， Osaka Economic Papers. II-l， 1953. p. 52 英語論士では雇用者
側の，できるだけ低賃金ですませようとL寸能動的態度が比較的強調されている。
37) 高田「勢力経済学序説一『経済論叢~ 53-2，昭和16年， w経済学論』昭和田年，所収。後者で
は誤殖のために混乱するがj 政治経詩人と勢力経済人とは同ー のものである。高田「価格の社会


























38) 高田 rケインズ論難136， 59-60頁。
39) 高田『貧者必勝』昭和9年， 14頁。 I文学青年 Eあると共に社会主義青年を以て任じていた」
ともいう。同「私の追憶・京大以前(ニ)J Wエコノミスト135-42，昭和"年， 58頁。
40) 大道虫次部「高田社会学』昭和28年， 4頁。




















41) 高田『学問遍路~ 126頁。同「私り追憶郷里三日月村町生活(31J~エコノ ξ スト~ 36-9，昭和
33年，571'"。
42) 前掲拙稿で蝕れた。特に第百節。
43) 高田「現代文明の迷EJ ~社会学的研究』大正 7 年，増訂再版犬iE12年』所収。同「人口と貧
乏』昭和2年，同『貧者必勝1，同『民悟耐乏』昭和17年，等を参照せよ。






高田J品馬一般均衡理論と硬直賃金 (251) 49 
III 勢方経済学と高田社会学
高田社会学は勢力経済学にとって強みでもあれば弱みでもあること， これら























50 (252) 第 141巻第4・5号
する場合にのみ均衡が成立することを論証すれば必要十分であったろう。しか
しこの立場は棄て去られた。
私見によれば，特殊に経済理論的には，因果論的見地は，一般均衡理論の二
段階分割あるいは市場0)異質性心設定によっ亡可能となった。つまり，生産物
巾場と生産財市場を全〈異なったものとして二段に分割したことである。高田
の静態においては，生産物市場は常に均衡状態にあり価格，数量ともに伸縮的
なのであるが，生産財市場では，価格が硬直的であるために，達成される均衡
は数量調節に上る過小雇用均衡なのである。これは十全な意味での均衡・静態
ではなL、から，高問は土れを一時的均衡Eし，完全雇用を伴う永続的均衡と区
別することになったわけであるの
この二段階分割によって，価格の原因を;求めることが可能となった。なぜな
ら生産財価格はもはや他の経済諸量E同時に決定される内生変数ではなし
外生変数の位置に移されたからである。生産財価格は社会的勢力によって外生
的に決定され，これを所与として，他の経済諸量が一義的に決定される。あら
ゆる生産物価格の原因は生産財供給者の勢力低抗であり，価格は勢力抵抗の総
和として把握されるととになるのである。
2 社会的勢力と人口の地位
「労働の供給価格乃至其供給関数は経済と他のすべての社会的事情をつなぐ
地帯であり，又は後者の作用が直接に入りこむ窓である。」叩この言明の合意
はもはや十分に朗らかである。そLて同時に，この比喰は高田社会学の構造に
も適用できることにも気づかされる。図示Lた通り，経済的相互依存関係が社
会的に規制される通路が労働供給関数である。同様に，社会的相互依存関係に
は自然に対Lて，社会の量質的組立(人口の密度と成員の異質性からみた社会
構成の変〉仰という窓が聞かれており，人nが規制的要因をなしている。社会
46) 高田『経済の勢力理詩~108頁。
47) 高田『階級E第三史観』大iE14年， 308頁。
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[社会的勢力]
品↑
「一一一一一[生産財供給価格]一一一一一「
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社会的相互依存関係
」一一一一一一[社会の量質的組立]一一一一一一
す↓
[人口
向然の相互依存関係
(253) 51 
的勢力が経済的諸関係によって反作用を受けるように人口も反作用を受けるの
であるが，究極の規制者は社会的勢力と人口なのであり，経済〔学)も社会(学〉
もその限りで自律性をもたない。高田は徹頭徹尾，因果関係論者であったので
ある。高田は社会発展の原動力を人口に求めるのであるが， これに対して，一
般均衡理論の導入者でありながら19世紀的決定論にとらわれたもの， とする富
永の批判叫には，それゆえ同調できない。高田はなるほど一般均衡理論の最初
期の導入者であったが，それが意味するのは相互依存関係の承認であって，函
数主義は明確に拒否していたし，生産財価格も社会の量質的組立もともに，社
会的勢力と人口によって基本的に決定される外生変数であったからである。
(号|用に際し旧漢字は改めた。 1986年8月脆稿。〉
追記脱稿後，次の文献を目にした。脚注35)に加えたい。田中康秀「学界展望失業
の理論と労働市場分析J ~国民経済雑誌~ 154-1，昭和61年。
48) 富永「解説高田保馬町社会学理論I4071'(0 同「高田保馬と『社会学概論。iJ422-3買。
